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第�号

一
九
三
〇
年
代
後
半
の
横
浜

一
九
三
〇
年
代
後
半
（
昭
和
一
〇
年
～
一

五
年
）
は
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
前
後
か
ら

太
平
洋
戦
争
開
戦
ま
で
の
期
間
に
当
る
。
戦

争
遂
行
の
た
め
の
総
動
員
体
制
が
、
徐
々
に

人
々
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
人
々
の
暮
ら
し
は
一
挙
に

戦
争
一
色
に
染
ま
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
震
災
復
興
を
成
し
遂
げ
て
、
華
や
か
な

モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
化
を
享
受
し
た
時
代
の
名
残

が
し
ば
ら
く
続
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
モ
ダ

ニ
ズ
ム
文
化
の
名
残
を
と
ど
め
つ
つ
、
戦
争

の
影
が
忍
び
寄
る
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

詩
人
篠
原
あ
や
の
写
真
ア
ル
バ
ム

そ
の
時
代
の
若
者
の
姿
が
、
あ
る
女
性
の

写
真
ア
ル
バ
ム
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
横
浜

を
代
表
す
る
詩
人
の
一
人
篠
原
あ
や
さ
ん
は
、

一
昨
年
二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日
に
亡
く
な

ら
れ
た
が
、
生
前
に
写
真
ア
ル
バ
ム
六
冊
を

当
横
浜
市
史
資
料
室
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

篠
原
あ
や
（
以
下
敬
称
略
）
は
、
一
九
一
七

（
大
正
六
）
年
一
月
に
、
中
区
翁
町
で
生
ま

れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
中
戦
争
を
ち
ょ
う

ど
二
〇
歳
の
時
に
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ

の
頃
の
篠
原
と
友
人
た
ち
の
写
真
が
、
数
多

く
ア
ル
バ
ム
に
貼
ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
四
年
に
女
学
校
を
卒
業
し
た
篠
原

あ
や
は
、
一
年
間
病
床
に
臥
し
た
。
こ
の
間

に
篠
原
は
、『
令
女
界
』（
宝
文
館
）
と
い
う

雑
誌
を
愛
読
し
て
い
た
よ
う
だ
。
病
気
療
養

期
間
は
、
篠
原
を
「
完
全
な
文
学
少
女
に
仕

上
げ
て
し
ま
っ
た
」
と
自
ら
記
し
て
い
る
。

以
下
、
篠
原
に
関
す
る
記
述
は
、『
横
浜
詩

人
会
通
信
』
に
連
載
さ
れ
た
篠
原
あ
や
「
私

の
周
辺
」
に
よ
る
（
報
告
書
『
横
浜
の
文
化

人
と
戦
後
復
興
』
横
浜
市
史
資
料
室
、
二
〇

一
二
年
に
抄
録
）。

『
令
女
界
』
は
女
学
生
や
文
学
少
女
を
対

象
と
し
た
月
刊
誌
で
、
川
端
康
成
が
小
説
を

連
載
し
た
り
、
竹
久
夢
二
が
挿
絵
を
掲
載
す

る
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
軟
派
」
の
雑
誌
と
い
わ

れ
た
。
一
九
三
五
年
秋
に
、
全
国
の
『
令
女

界
』
読
者
に
よ
っ
て
読
者
グ
ル
ー
プ
「
Ｒ
・

Ｊ
・
Ｒ
（
令
女
純
情
連
盟
）」
が
結
成
さ
れ
た
。

病
気
か
ら
回
復
し
た
篠
原
も
、
こ
れ
に
参
加

し
た
。

篠
原
に
よ
れ
ば
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
（
令
女
純

情
連
盟
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
乙

女
の
日
を
清
く
美
し
く
、
逝
き
て
は
二
度
と

か
へ
ら
ぬ
乙
女
の
日
を
、
永
遠
に
か
ざ
る
我

が
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
全
国
各

地
に
支
部
が
組
織
さ
れ
、
横
浜
支
部
は
篠
原

が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
た
。
翌
三
六
年

一
月
に
、
伊
勢
佐
木
町
松
屋
の
二
階
休
憩
所

を
集
合
場
所
に
第
一
回
の
集
り
が
も
た
れ
、

続
い
て
二
月
一
一
日
に
は
地
元
横
浜
の
作
家

北
林
透
馬
邸
（
石
川
町
）
を
訪
れ
た
。

北
林
透
馬
は
、
一
九
三
〇
年
に
中
央
公
論

社
が
募
集
し
た
文
壇
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
で「
街

の
国
際
娘
」
が
入
選
し
て
脚
光
を
浴
び
、
一

九
三
三
年
に
は
「
港
の
日
本
娘
」
が
映
画
化

さ
れ
る
な
ど
、
売
り
出
し
中
の
新
進
作
家
だ

っ
た
。
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
に
集
う
文
学

少
女
た
ち
は
、『
令
女
界
』
に
も
連
載
を
書

い
て
い
た
地
元
の
若
手
作
家
と
、
そ
の
妻
で

Ｒ・Ｊ・Ｒ横浜支部　1938（昭和13）年10月30日　　　　　　
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劇
作
家
で
も
あ
っ
た
北
林
余
志
子
の
取
り
巻

き
と
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
三
七
年
七
月
に
は
日
中
戦
争
が
始
ま

る
が
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
の
会
員
は
、

北
林
透
馬
邸
や
喜
久
家
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
、

伊
勢
佐
木
町
の
森
永
キ
ャ
ン
デ
ー
ス
ト
ア
な

ど
に
集
い
、
季
節
毎
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に

出
か
け
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
透
馬
邸
で
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
く
な
ど
、
一
九
四
〇
年
頃
ま
で

「
ケ
ン
ラ
ン
た
る
娘
時
代
」
を
過
ご
し
た
の

で
あ
っ
た
。

ま
た
、『
令
女
界
』
の
姉
妹
誌
『
若
草
』（
宝

文
館
）
の
読
者
で
も
あ
っ
た
篠
原
は
、
全
国

の
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
会
員
や
『
若
草
』
読
者
と
交

流
し
、
時
に
は
横
浜
に
招
い
て
、
港
の
見
え

る
丘
公
園
な
ど
に
案
内
し
た
と
い
う
。
横
浜

に
は
す
で
に
神
奈
川
若
草
会
が
あ
り
、
一
九

三
九
年
一
月
二
二
日
の
集
ま
り
に
篠
原
ら
も

参
加
し
た
。『
若
草
』
の
読
者
に
は
男
性
も

多
く
、
当
時
の
若
者
に
と
っ
て
男
女
が
交
流

す
る
数
少
な
い
場
で
あ
っ
た
。

一
方
、
翌
四
〇
年
一
月
、
北
林
透
馬
は
新

聞
記
者
牧
野
勲
と
共
に
海
港
文
学
の
会
を
結

成
し
た
。
後
の
横
浜
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
前
身
と

も
い
え
る
、
横
浜
の
作
家
・
詩
人
ら
の
会
で

あ
っ
た
。
三
月
一
〇
日
に
は
、
横
浜
桟
橋
帝

国
ホ
テ
ル
食
堂
で
創
立
茶
話
会
が
開
催
さ
れ
、

篠
原
ら
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
の
会
員
も
、

北
林
に
誘
わ
れ
て
こ
れ
に
出
席
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
横
浜
支
部
で
は
、

北
林
透
馬
を
顧
問
に
会
誌
『
紫
苑
』
を
発
行

し
て
い
た
。
創
刊
が
一
九
三
九
年
四
月
一
〇

日
、
翌
四
〇
年
一
月
一
五
日
の
八
号
ま
で
刊

行
し
た
が
、
そ
こ
で
廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
紙
な
ど
の
物
資
が
不
足
し
、
値
上
が
り

し
て
刊
行
を
続
け
る
の
が
困
難
と
な
っ
た
せ

い
だ
と
い
う
。
日
中
戦
争
は
す
で
に
長
期
戦

の
様
相
と
な
り
、
戦
争
は
日
常
の
生
活
に
ま

で
迫
っ
て
来
て
い
た
。

実
は
篠
原
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
文
学
少
女

た
ち
の
写
真
に
混
じ
っ
て
、
兵
士
の
写
真
が

貼
ら
れ
て
い
る
。
中
国
大
陸
ら
し
い
戦
地
で

の
写
真
や
、

軍
病
院
に

入
院
中
の

写
真
で
、

不
特
定
の

複
数
の
兵

士
た
ち
で

あ
る
（
報

告
書
『
横

浜
の
戦
争　

市
民
と
兵

士
の
記
録
』

横
浜
市
史

資
料
室
、
二
〇
一
八
年
参
照
）。
お
そ
ら
く
、

慰
問
活
動
と
し
て
手
紙
を
送
り
、
写
真
の
交

換
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ

の
活
動
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
篠
原
も
参

加
し
て
い
た
地
元
翁
町
の
愛
国
婦
人
会
の
活

動
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
ア
ル
バ
ム
を
よ
く
見
る
と
、
Ｒ

・
Ｊ
・
Ｒ
の
仲
間
た
ち
も
、
た
と
え
ば
満
州

の
撫
順
支
部
や
奉
天
支
部
、
朝
鮮
の
京
城
支

部
な
ど
、
大
陸
や
植
民
地
に
広
が
っ
て
お
り
、

彼
女
た
ち
が
家
族
と
共
に
大
陸
方
面
に
生
活

の
拠
点
を
移
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当

時
の
日
本
人
家
族
の
暮
ら
し
が
、
大
陸
の
戦

争
と
無
縁
で
い
ら
れ
な
い
状
況
を
示
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

一
九
四
〇
年
に
入
っ
て
も
し
ば
ら
く
の
間
、

Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
の
活
動
は
続
い
て
い
た
。
同
年

三
月
一
七
日
に
は
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
の
東
京
・

横
浜
支
部
合
同
で
大
倉
山
公
園
ハ
イ
キ
ン
グ

を
行
い
、
四
月
二
一
日
に
は
劇
作
家
岡
田
禎

子
と
北
林
透
馬
を
招
い
て
、
喜
久
家
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ラ
ー
で
『
令
女
界
』『
若
草
』
読
者

グ
ル
ー
プ
の
東
京
・
横
浜
合
同
会
合
を
開
い

て
い
る
。
こ
う
し
た
交
流
の
延
長
で
、
Ｒ
・

Ｊ
・
Ｒ
京
浜
支
部
と
横
浜
若
草
会
を
創
立
、

北
林
透
馬
の
他
に
評
論
家
古
谷
綱
武
、
小
田

原
出
身
の
詩
人
福
田
正
夫
を
招
き
、
東
京
の

八
重
洲
園
で
発
会
式
を
開
催
し
た
。

そ
し
て
、
六
月
一
六
日
に
は
、
Ｒ
・
Ｊ
・

Ｒ
京
浜
支
部
の
催
し
と
し
て
三
ツ
池
に
ハ
イ

キ
ン
グ
に
行
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
北
林
透
馬

も
同
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
篠
原
に
よ
れ

ば
、
Ｒ
・
Ｊ
・
Ｒ
や
若
草
会
の
集
ま
り
も
、

先
の
喜
久
家
と
八
重
洲
園
の
集
ま
り
、
そ
し

て
こ
の
三
ツ
池
ハ
イ
キ
ン
グ
が
最
後
だ
っ
た

と
い
う
。

束
の
間
の
青
春

戦
時
体
制
が
強
化
さ
れ
る
な
か
、
文
学
を

楽
し
む
余
裕
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
北

林
透
馬
も
、
一
九
四
一
年
の
南
部
仏
印
進
駐

の
後
、
同
年
一
一
月
に
徴
用
さ
れ
て
、
陸
軍

報
道
班
員
と
し
て
ビ
ル
マ
に
派
遣
さ
れ
た
。

一
九
四
四
年
頃
に
は
帰
還
し
た
が
、
翌
年
五

月
二
九
日
の
空
襲
で
、
北
林
透
馬
邸
も
焼
失

す
る
。
篠
原
た
ち
の
青
春
の
面
影
も
、
戦
争

に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
若
い
女
性
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た

束
の
間
の
青
春
は
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
、
ま
さ
に
「
束
の
間
の
青
春
」
と

題
さ
れ
た
手
記
が
あ
る
（
前
出
報
告
書
『
横

浜
の
戦
争　

市
民
と
兵
士
の
記
録
』
所
収
）。

女
学
校
を
卒
業
し
て
花
嫁
修
行
中
だ
っ
た
と

い
う
二
〇
歳
前
の
女
性
（
現
西
区
宮
ヶ
谷
）

が
、
一
九
三
九
年
・
四
〇
年
頃
の
思
い
出
を

北林透馬邸を訪れたＲ・Ｊ・Ｒ会員たち
　1936（昭和11）年2月11日� 篠原あや資料
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語
っ
て
い
る
。

女
学
校
を
出
て
か
ら
は
花
嫁
修
業
の
た
め
、

お
花
に
お
茶
、
日
本
刺
繍
、
琴
、
料
理
と
習

い
事
の
日
々
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
合
間
に

は
、
音
楽
好
き
だ
っ
た
兄
が
、
土
曜
日
毎
に

友
人
を
家
に
招
き
、
彼
等
が
持
ち
込
ん
だ
ギ

タ
ー
や
マ
ン
ド
リ
ン
の
合
奏
、
そ
れ
に
レ
コ

ー
ド
を
一
緒
に
な
っ
て
夜
の
更
け
る
ま
で
楽

し
ん
だ
。
ま
た
、
兄
た
ち
に
葉
山
や
箱
根
な

ど
に
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
野
に
咲
く
花
で
花

束
を
つ
く
り
、
写
真
を
と
っ
て
も
ら
い
、「
わ

け
も
な
く
、
は
し
ゃ
い
で
、
只
々
楽
し
さ
一

杯
に
青
春
を
謳
歌
」
し
た
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
戦
争
の
影
は
し
だ
い
に
忍
び
寄

っ
て
き
た
。
兄
の
友
人
た
ち
が
次
々
と
軍
隊

に
と
ら
れ
、
戦
争
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
服

も
長
袖
の
着
物
か
ら
セ
ル
や
絣
で
つ
く
っ
た

「
筒
袖
の
上
着
と
モ
ン
ペ
」
に
変
わ
り
、
慰

問
袋
に
千
人
針
、
勤
労
奉
仕
、
出
征
兵
士
見

送
り
と
、
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
弟
は
学
徒
動
員
で
「
勉
強
ど

こ
ろ
で
は
な
い
、
可
愛
想
な
学
生
時
代
で
あ

っ
た
」。
妹
も
、「
戦
争
の
悪
化
で
何
一
ツ
習

い
事
」
も
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
か
ら
、
兵
士
た

ち
の
出
征
は
続
い
て
い
た
が
、
一
般
市
民
に

と
っ
て
戦
争
は
ま
だ
身
近
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
一
九
三
七
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
始

ま
っ
て
、
徐
々
に
戦
時
体
制
が
整
え
ら
れ
て

い
く
な
か
で
も
、
ま
だ
戦
争
は
人
々
の
日
常

生
活
す
べ
て
を
覆
い
尽
く
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
戦
争
が
始
ま
る
前

後
の
一
九
三
〇
年
代
後
半
と
い
う
時
代
の
特

徴
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
中
戦
争
開
戦
前
後
の
家
族
の
暮
ら
し

で
は
、
若
者
ば
か
り
で
な
く
普
通
の
家
族

の
暮
ら
し
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一

九
三
〇
年
代
の
日
記
や
手
記
は
多
く
は
な
い

が
、『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』
２　

市
民
生

活
編
（
横
浜
市
、
一
九
七
五
年
）
に
、
い
く

つ
か
の
日
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、

日
中
戦
争
が
始
ま
る
一
九
三
七
年
の
記
述
が

あ
る
の
は
、
川
口
金
太
郎
の
日
記
だ
け
で
あ

る
。『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』は
抄
録
な
の
で
、

原
本
の
マ
イ
ク
ロ
複
写
か
ら
紹
介
す
る
。

川
口
の
詳
し
い
経
歴
は
不
明
で
、
県
職
員

と
の
み
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
記
の
文
面
か

ら
小
学
校
の
職
員
で
、
自
宅
は
神
奈
川
区
子

安
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
川
口
の
一
九
三

七
年
の
日
記
を
一
読
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、

戦
争
の
推
移
が
日
常
の
生
活
に
あ
ま
り
影
響

を
与
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

知
人
の
戦
死
や
出
征
見
送
り
・
区
民
葬
な
ど

の
記
載
が
あ
り
、
大
陸
で
の
戦
闘
は
日
常
の

こ
と
と
し
て
意
識
は
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

自
分
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
変
え
な
い
。

盧
溝
橋
事
件
を
発
端
に
日
中
戦
争
が
始
ま

っ
た
七
月
七
日
に
は
、「
支
那
事
変
ノ
火
ブ

タ
切
ラ
ル
」
と
記
す
一
方
、
学
校
の
夜
学
の

後
、
職
場
の
仲
間
ら
し
き
二
人
と
共
に
伊
勢

佐
木
町
の
信
濃
屋
で
飲
み
、
金
港
ホ
ー
ル
を

見
物
し
て
一
時
（
夜
中
で
あ
ろ
う
）
に
帰
宅

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
日
中
戦
争
開

戦
前
も
後
も
基
本
的
に
は
変
わ
り
な
い
。
月

に
数
回
、
伊
勢
佐
木
町
に
家
族
と
共
に
出
か

け
て
買
い
物
や
食
事
を
し
、
映
画
館
で
映
画

を
見
る
。
ど
こ
か
の
行
き
帰
り
に
も
、
日
常

的
に
「
伊
勢
ブ
ラ
」
を
し
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。
他
に
、
野
毛
山
公
園
や
花
月
園
に
も
出

か
け
た
。
ま
た
、
七
月
二
一
日
に
横
浜
公
園

球
場
で
行
わ
れ
た
巨
人
軍
対
タ
イ
ガ
ー
ス
の

プ
ロ
野
球
の
試
合
を
見
る
な
ど
、
た
び
た
び

野
球
観
戦
に
も
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
一
〇
月
に
な
る
と
、
伊
勢
佐
木
町

へ
出
か
け
た
際
に
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
い

う
記
載
が
出
て
く
る
。
推
測
だ
が
、
日
中
戦

争
の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
見
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
い
う
記
載
は
、

翌
年
も
続
く
。
そ
し
て
三
七
年
暮
か
ら
一
九

三
八
年
に
入
る
と
、
戦
死
者
出
迎
え
や
、
白

衣
の
帰
還
出
迎
え
な
ど
の
記
載
が
増
え
、
出

征
将
士
家
族
慰
安
に
関
わ
る
記
述
も
目
立
つ

よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
国
民
精
神
総
動
員
強

調
週
間
・
銃
後
後
援
強
化
週
間
な
ど
、
日
常

生
活
に
明
ら
か
に
戦
時
色
が
現
れ
て
く
る
。

一
九
三
八
年
も
、
伊
勢
佐
木
町
で
の
買
い

物
、
映
画
、
伊
勢
ブ
ラ
、
そ
し
て
花
月
園
な

ど
普
段
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
変
わ
ら
な
い
。
ま

た
、
箱
根
の
温
泉
へ
行
っ
た
り
、
娘
が
山
梨

に
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
に
は
海
の
家（
海
水
浴
）

へ
行
く
な
ど
、
行
楽
も
楽
し
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
娯
楽
・
行
楽
の
内
容
に
戦

争
の
影
が
浸
透
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
二
月
五
日
に
伊
勢
佐
木
町
野

沢
屋
に
出
か
け
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
慰
問

袋
を
発
送
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
月
一
〇
日

に
は
出
征
将
士
家
族
慰
安
の
映
画
を
見
、
一

二
日
に
は
花
月
園
で
同
じ
く
出
征
将
士
家
族

慰
安
の
相
撲
見
物
を
し
て
い
る
。
三
月
九
日

に
は
東
日
従
軍
記
者
の
講
演
が
あ
り
、
そ
こ

で
は
津
田
部
隊
の
映
画
を
見
て
い
る
。
津
田

部
隊
と
は
甲
府
の
歩
兵
第
一
四
九
連
隊
で
、

上
海
な
ど
中
支
方
面
に
派
遣
さ
れ
、
激
戦
を

戦
っ
た
神
奈
川
の
地
元
部
隊
で
あ
る
。

ま
た
、
五
月
一
〇
日
の
徐
州
陥
落
の
旗
行

列
、
一
〇
月
二
八
日
の
漢
口
陥
落
の
旗
行
列

な
ど
、
大
陸
の
戦
争
の
推
移
が
、
眼
に
見
え

る
か
た
ち
で
日
常
の
生
活
の
場
に
現
れ
て
く

る
。
二
月
と
九
月
に
は
、
防
空
演
習
も
行
わ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
三
七
年
段
階
に

は
、
普
段
の
生
活
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
も
の
の
、
翌
三
八
年
以
降
、
日
常
生
活
と

娯
楽
・
行
楽
の
内
容
が
徐
々
に
変
質
し
て
い

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
普
段
の
暮
ら
し
は
維

持
さ
れ
つ
つ
も
、
戦
争
の
影
が
迫
っ
て
来
た

時
代
、
そ
れ
が
こ
の
一
九
三
〇
年
代
後
半
と

い
え
る
。�

（
羽
田
博
昭
）
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